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ジオパークで気象災害を伝える

 

Inform of weather disasters in geoparks
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　日本という大地は、地震災害や火山災害も発生するが、最も頻度が高い災害は気象災害である。伊勢湾台風

クラスの災害は稀であるが、近年では線状降水帯による降雨や洪水による河川堤防の決壊などが相次いだ。特

に2018年、2019年は日本各地で災害が発生した。こういった災害は各ジオパーク地域においても起こりうる

現象である。 

 

　そこで、日本ジオパークネットワーク(以下、JGNと表記)の防災WGでは、これらの災害を全てのジオパーク

地域で伝えるべきと考え、防災科学技術研究所(以下、NIEDと表記)と協議を行なった。JGNとNIEDは包括的連

携に関する協定を2018年に締結し、「地震だねっと！」というシステムで各地域のリアルタイムの地震の発

生状況を伝える取り組みを行ってきた。 

 

　近年多発する気象災害に関しても連携することにした。連携内容は、近年の気象災害の解説展示パネルを作

成し、これらのパネルをジオパーク地域で展示することである。災害を自分事として捉え、災害リテラシーの

向上に努めることを目的としている。 

 

　ユネスコジオパークの中で、防災に力を入れることを提案してきたJGNとして、今後も様々な災害につい

て、全国のジオパーク地域で伝える活動を強化していきたい。
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